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は
じ
め
に

﹃
是
害
房
絵
﹄
は
︑
唐
土
か
ら
仏
法
障
碍
の
た
め
飛
来
し
た
是
害
房
が
比
叡

山
の
高
僧
に
さ
ん
ざ
ん
に
撃
退
さ
れ
︑
そ
の
傷
を
賀
茂
川
河
原
の
湯
治
に
よ
っ

て
癒
し
本
国
へ
帰
る
︑
と
い
う
内
容
の
絵
巻
で
あ
る
︒﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二

十
第
二
話
︑﹃
真
言
伝
﹄
巻
五
所
引
の
天
狗
説
話
と
同
話
関
係
に
あ
り
︑
直
接

の
影
響
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
散
佚
﹁
宇
治
大
納
言
物
語
﹂
群
に
属
す
る
説
話

と
推
測
さ
れ
て
い
る
︒

稿
者
は
以
前
︑
先
行
説
話
集
の
表
現
と
絵
巻
詞
書
と
の
比
較
を
通
じ
て
︑
絵

巻
の
詞
書
は
先
行
説
話
集
に
な
い
﹁
平
山
﹂
や
﹁
磯
長
寺
﹂︑﹁
金
剛
山
﹂
な
ど

異
な
る
成
立
基
盤
に
成
り
立
っ
た
言
説
を
重
層
的
に
と
り
こ
ん
で
い
る
と
述
べ

た①
︒
さ
ら
に
︑
悪
行
を
な
す
異
形
が
湯
治
を
へ
て
護
法
へ
転
生
す
る
﹁
魔
仏
一

如
﹂
を
基
本
的
な
枠
組
み
に
も
つ
絵
巻
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
︑
良
源
信

仰
な
ど
蒙
古
襲
来
後
の
一
四
世
紀
的
関
心
の
な
か
で
製
作
さ
れ
た
絵
巻
で
あ
る

と
論
じ
た
︒
そ
の
過
程
で
従
来
成
立
圏
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
﹁
磯
長
寺
﹂

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
た
︒

本
稿
は
前
稿
の
考
察
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
︑
先
行
説
話
集
に
見
ら
れ

ず
絵
巻
で
独
自
に
展
開
す
る
詞
書
が
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
成
立
し
た
の
か
を

考
察
し
︑﹃
是
害
房
絵
﹄
の
表
現
が
ま
さ
し
く
一
四
世
紀
初
頭
の
絵
巻
と
し
て

成
立
し
た
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
︒

今
回
は
直
接
典
拠
と
な
る
新
資
料
な
ど
の
指
摘
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
︑
生
成

論
と
し
て
は
不
充
分
な
も
の
と
な
る
が
︑
と
も
す
れ
ば
単
純
に
結
ば
れ
が
ち
だ

っ
た
先
行
説
話
集
と
絵
巻
と
の
距
離
を
把
握
し
︑
絵
巻
成
立
に
至
る
諸
条
件
を

提
示
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
︒
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一
︑
絵
巻
生
成
の
研
究
史

﹃
是
害
房
絵
﹄
諸
本
に
関
し
て
は
友
久
武
文
氏
の
詳
細
な
分
類
が
あ
る②
︒
大

き
く
曼
殊
院
本
系
統
と
︑
報
恩
寺
旧
蔵
本
系
統
に
わ
か
れ
る
が
︑
報
恩
寺
本
系

統
は
所
在
不
明
の
一
本
の
み
で
あ
る
︒
近
世
以
降
は
曼
殊
院
本
系
に
謡
曲
﹁
善

界
﹂
の
詞
章
な
ど
が
取
り
こ
ま
れ
た
絵
巻
が
数
多
く
作
ら
れ
た③
︒

曼
殊
院
本
は
も
っ
と
も
古
い
完
本
で
あ
り
︑
伝
写
状
況
を
示
す
奥
書
が
書
か

れ
て
い
る
︒﹃
是
害
房
絵
﹄
の
本
格
的
研
究
に
先
鞭
を
付
け
ら
れ
た
梅
津
次
郎

氏
は
︑
奥
書
を
︵
一
︶
～
︵
四
︶
の
四
つ
に
分
け
て
分
析
さ
れ
た
︒
そ
し
て

︵
一
︶︵
二
︶
は
連
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
原
本
に
も
と
も
と
あ
っ
た
本
奥
書
と

推
定
︑
曼
殊
院
本
原
本
を
奥
書
︵
一
︶
の
﹁
延
慶
元
年
初
冬
下
旬
之
候
︑
於
磯

長
寺
塔
本
草
庵
写
之
﹂
に
も
と
づ
い
て
延
慶
元
年
に
磯
長
寺
で
成
立
し
た
も
の
︑

奥
書
︵
二
︶﹁
是
ハ
宇
治
ノ
大
納
言
ノ
物
語
ニ
見
ヘ
タ
リ
狂
言
寄
語
之
誤
ニ
似

タ
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
﹂
云
々
か
ら
﹁
宇
治
大
納
言
物
語
に
取
材
﹂
し
た
作
品
︑
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
︒
ま
た
︑
曼
殊
院
本
に
つ
い
て
は
奥
書
︵
四
︶﹁
文
和
三
年

卯
月
十
二
日
於
下
有
智
庄
神
光
□
︵
以
下
欠
脱
︶﹂
に
基
づ
き
︑
欠
脱
が
あ
り

断
定
は
で
き
な
い
と
し
な
が
ら
も
﹁
文
化
三
年
写
本
﹂
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

詞
書
で
は
︑
日
本
の
天
狗
︑
日
羅
房
が
是
害
房
に
む
か
っ
て
日
本
の
霊
地
を

あ
げ
る
筆
頭
に
﹁
磯
長
寺
﹂
が
あ
る
︒
以
下
︑
問
題
と
な
る
固
有
名
詞
に

︑

重
要
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
︒

霊
地
其
数
多
中
ニ
︑
磯
長
寺
者
過
去
七
仏
法
輪
処
︑
大
乗
相
応
功
徳

地
︑
一
度
参
詣
離
悪
趣
︑
決
定
往
生
極
楽
界
ト
云
ヘ
リ
︒
依
之
︑
上
宮
太

子
︑
勝
地
ヲ
本
朝
ニ
撰
テ
︑
身
骨
ヲ
此
砌
ニ
ト
ヽ
メ
済
度
ヲ
末
世
ニ
施
シ

テ
︑
利
益
ヲ
群
類
ニ
及
シ
タ
マ
ウ
︒

こ
の
こ
と
か
ら
梅
津
氏
は
作
者
と
磯
長
寺
と
が
﹁
特
別
な
関
係
﹂
に
あ
る
と

推
測
さ
れ
︑
絵
巻
成
立
圏
へ
の
視
座
を
ひ
ら
か
れ
た
の
で
あ
る④
︒

磯
長
寺
は
現
在
も
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
に
あ
る
叡
福
寺
の
別
名
で
あ
る
︒

聖
徳
太
子
墓
︵
磯
長
墓
︶
の
前
に
営
ま
れ
た
﹁
墓
寺
﹂
で
あ
り
︑
天
王
寺
と
な

ら
び
太
子
信
仰
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る⑤
︒
ち
な
み
に
奥
書
︵
三
︶
に
は
嘉
暦
四

年
に
﹁
於
石
川
郡
上
村
積
恩
寺
曼
茶
羅
院
西
部
屋
書
写
了
﹂
と
あ
り
︑
詳
細
は

不
明
な
が
ら
同
じ
河
内
国
石
川
郡
に
あ
っ
た
寺
院
で
も
書
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
︑

関
連
が
推
測
さ
れ
る
︒

さ
ら
に
牧
野
和
夫
氏
は
︑
絵
巻
で
独
自
に
あ
ら
わ
れ
る
﹁
平
山
聞
是
房
﹂
が

﹁
昔
︑
守
屋
大
臣
ノ
破
法
ノ
時
︑
其
罪
ニ
ヒ
カ
レ
テ
此
道
ニ
入
テ
﹂
と
語
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
も
含
め
︑
聖
徳
太
子
信
仰
を
め
ぐ
る
真
言
宗
︑
律
宗
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
絵
巻
の
生
成
に
も
関
与
し
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る⑥
︒
牧
野
氏
は
曼
殊

院
本
原
本
の
成
立
し
た
﹁
延
慶
元
年
﹂
に
も
着
目
し
︑

中
世
律
と
も
連
絡
す
る
真
言
僧
秀
範
が
︑
太
子
御
廟
参
詣
の
折
︑
老
僧

か
ら
﹁
聖
徳
太
子
大
事
﹂
な
ど
の
秘
事
・
口
伝
を
授
け
ら
れ
た
時
点
も
ま

た
︑
延
慶
元
年
の
六
年
後
の
正
和
三
年
︵
一
三
一
四
︶
で
あ
っ
た
︒
こ
の
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鎌
倉
後
期
の
太
子
御
廟
に
お
け
る
両
事
実
を
併
せ
考
え
る
な
ら
ば
︑
南
河

内
の
叡
福
寺
の
周
辺
︵
そ
も
〳
〵
の
ち
に
楠
正
成
の
活
躍
し
た
地
域
︶
に

隆
盛
を
見
た
︑“
太
子
信
仰
”
の
土
壌
に
︑
太
子
秘
事
・
口
伝
類
が
培
わ

れ
る
一
方
で
︑
比
良
山
の
天
狗
を
捲
き
込
み
展
開
す
る
天
狗
道
﹇
創
始
﹈

の
話
が
﹃
是
害
房
絵
巻
﹄
と
し
て
開
花
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か⑦
︒

と
さ
れ
る
︒
牧
野
氏
の
論
は
﹃
是
害
房
絵
﹄
の
み
な
ら
ず
延
慶
本
﹃
平
家
物

語
﹄︑﹃
比
良
山
古
人
霊
託
﹄︑﹃
沙
石
集
﹄︑﹃
太
平
記
﹄
な
ど
多
く
の
文
献
を
視

野
に
い
れ
た
﹁
文
化
圏
﹂
を
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
全
体
像
が
把
握
し
づ
ら
い

が
︑
最
新
の
論
考
で
は
良
源
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
る
︒

大
権
者
の
﹁
良
源
﹂
に
つ
い
て
云
え
ば
︑
叡
福
寺
が
天
台
の
有
力
な
一

寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
︑
し
ば
し
ば
﹃
是
害
房
絵
巻
﹄
に
﹁
良
源
﹂

が
登
場
す
る
こ
と
に
気
付
く⑧
︒

良
源
は
詞
書
中
で
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
て
い
る
が
︑
良
源
信
仰
と
﹁
叡
福

寺
﹂︵
磯
長
寺
︶
と
の
関
係
は
か
な
ら
ず
し
も
自
明
で
は
な
く
︑
絵
巻
生
成
に

関
す
る
磯
長
寺
︵
叡
福
寺
︶
の
位
置
づ
け
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
︒
以
下
で
は

磯
長
寺
の
史
的
展
開
を
確
認
し
︑
絵
巻
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
た
い
︒

二
︑
磯
長
寺
の
史
的
展
開

そ
も
そ
も
﹁
磯
長
墓
﹂
に
関
す
る
言
及
は
︑﹃
日
本
書
紀
﹄
推
古
天
皇
二
九

年
︵
六
二
一
︶
二
月
条
に
﹁
是
月
︒
葬
上
宮
太
子
於
磯
長
陵
﹂
と
あ
る
も
の
が

早
い
︒
ま
た
﹃
延
喜
式
﹄
諸
陵
寮
に
は
︑

磯
長
墓

橘
豊
日
天
皇
之
皇
太
子
︒
名
云
㆓

聖
徳
㆒︒
在
㆓

河
内
国
石
川
郡
㆒︒

兆
域
東
西
三
町
︒
南
北
二
町
︒
守
戸
三
烟⑨

と
あ
り
︑
太
子
の
墓
陵
が
﹁
磯
長
墓
﹂
と
呼
ば
れ
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
︒
し
か
し
当
時
か
ら
墓
陵
に
﹁
墓
寺
﹂
が
建
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
見
解

の
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
確
実
な
寺
院
の
存
在
を
示
す
資
料
は
次
の
﹃
古

事
談
﹄
巻
五
・
二
五
の
記
事
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
︒

天
喜
二
年
九
月
廿
日
︑
聖
徳
太
子
御
廟
近
傍
坤方

︑
為
㆑

立
㆓

石
塔
㆒

引
㆑

地

之
間
︑
地
中
有
㆓

似
㆑

宮
石
㆒︒
掘
㆓

出
之
㆒

宮
也
長

一

尺

五

寸

許
︑
広
七
寸
許

︒
有
㆓

身
蓋
㆒︒

開
㆓

見
之
㆒

処
︑
御
記
文
也
︒
仍
天
王
寺
奏
㆓

聞
事
之
由
㆒︒
件
御
記
文
云
︒

⁝
⁝
／
此
事
天
王
寺
別
当
桓
舜
僧
都
︑
依
㆓

執
柄
仰
㆒

参
㆓

向
彼
御
廟
㆒

帰
洛

談
申
云
︑
其
所
住
僧
前
年
為
㆑

建
㆓

立
私
堂
㆒︑
掃
㆓

除
其
辺
地
㆒︒
其
夜
夢
人

来
云
︑
此
地
㆓

不
㆑

可
㆑

立
㆓

堂
舎
㆒︒
早
可
㆓

停
止
㆒︑
此
傍
地
可
㆑

宜
云
々

︒
依
㆓

此
夢
㆒

止
㆓

初
地
㆒

建
㆓

立
余
所
㆒

畢
︒
而
初
処
今
年
掃
除
之
間
︑
所
㆑

掘
㆓

此

石
函
㆒

也
︒
⁝
⁝⑩

天
喜
二
年
︵
一
〇
五
二
︶︑
太
子
墓
周
辺
か
ら
﹁
太
子
御
記
文
﹂
と
称
す
る

石
文
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
︒
記
文
の
内
容
は
中
略
に
従
う
が
︑
要
す
る
に
太

子
が
入
滅
後
四
百
三
十
余
年
後
に
寺
院
建
立
を
促
し
た
記
文
の
発
見
を
予
言
し

て
い
た
︑
と
い
う
も
の
で
あ
る
︒
こ
こ
か
ら
当
時
﹁
住
僧
﹂
ら
が
﹁
私
堂
﹂
を
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建
立
し
て
い
た
こ
と
︑﹁
天
王
寺
﹂
が
こ
の
地
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
︑
記
文

発
見
を
機
に
寺
塔
建
立
が
企
図
さ
れ
た
こ
と
︑
な
ど
が
わ
か
る
︒
こ
れ
以
後
は

御
廟
参
詣
も
盛
ん
に
な
り
︑
建
久
二
年
︵
一
一
九
一
︶︑
慈
円
の
﹃
拾
玉
集
﹄

に
﹁
上
宮
太
子
之
古
墳
﹂
に
詣
で
た
こ
と
が
見
え⑪
︑
一
二
世
紀
末
に
は
重
源
ら

浄
土
系
の
勧
進
僧⑫
︑
続
い
て
叡
尊
ら
西
大
寺
系
律
衆⑬
の
太
子
信
仰
の
拠
点
に
な

っ
て
い
く
︒

小
野
一
之
氏
は
周
辺
資
料
を
博
捜
さ
れ
た
う
え
で
︑

以
上
の
通
り
︑
①
一
一
世
紀
中
ご
ろ
に
四
天
王
寺
な
ど
の
画
策
に
よ
り

太
子
墓
の
開
拓
と
寺
院
化
が
試
み
ら
れ
︑
②
一
二
世
紀
末
に
慈
円
ら
に
よ

っ
て
再
び
注
目
さ
れ
︑
③
一
二
〇
〇
年
前
後
に
重
源
ら
に
よ
り
仏
堂
の
建

立
や
堂
塔
造
営
の
た
め
の
勧
進
が
行
わ
れ
︑
④
一
三
世
紀
前
半
に
は
願
蓮

や
証
空
ら
に
よ
っ
て
塔
の
建
立
や
伽
藍
の
造
営
が
実
現
し
︑
⑤
一
三
世
紀

後
半
に
は
院
よ
り
高
安
庄
が
寄
進
さ
れ
寺
院
の
整
備
が
さ
れ
る
︑
と
い
う

過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
か
と
思
う
︒
叡
福
寺
の
創
建
年
代
と
し
て
は

③
か
ら
④
の
時
期
を
想
定
し
た
い
︒
ま
た
︑
叡
福
寺
造
営
に
関
わ
る
事
業

が
︑
四
天
王
寺
︑
慈
円
︑
重
源
︑
願
蓮
︑
証
空
ら
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
造
営
主
体
を
彼
ら
浄
土
教
系
の
僧
や
念
仏
聖
に
求
め
る
の
も
不

可
能
で
な
い
と
思
う⑭
︒

と
さ
れ
︑
伽
藍
な
ど
本
格
的
な
寺
院
の
建
立
は
一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
前

半
と
推
定
さ
れ
た
︒
た
だ
し
考
古
学
の
成
果
か
ら
少
な
く
と
も
平
安
後
期
に
は

瓦
葺
堂
于
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り⑮
︑
重
源
の
活
動
以
前
に

浄
土
系
勧
進
僧
た
ち
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
︒

磯
長
寺
に
関
し
て
は
鎌
倉
初
期
に
法
隆
寺
の
学
僧
︑
顕
真
が
著
し
た
﹃
聖
徳

太
子
伝
私
記
﹄︵
以
下
﹃
私
記
﹄︶
に
︑

①

御
廟
寺

同
国

名
転
法
輪
寺

或
科
長
寺

或
石
河
寺

②

後
冷
泉
院
御
時

此

ハ

不

審

可

明

之

天
喜
二
年
甲
午
九
月

一

条

院

御

時

正

暦

五

年

歟

在
誑
惑
聖
其
名
忠
禅
︒
入
太
子
御

廟
崛
︒
現
不
可
思
議
作
法
︒
⁝
⁝
為
令
注
進
勅
宣
申
下
以
法
隆
寺
三
綱
康

仁
等
令
参
入
御
廟
内
︒
即
康
仁
奉
拝
見
︒
二
御
棺
一
御
棺
中
在
頭
骨
髑
髏

一
許
︒
余
更
无
者
云
々

③

元
久
年
中
太
子
御
廟
寺
々
僧
浄
戒
顕
光
構
誑
惑
入
廟
中
盗
太
子
御
牙
歯
︒

遊
行
于
世
界
或
売
買
或
勧
物
入
云
々
︒
此
僧
二
人
本
当
麻
住
僧
也
︒
後
移

住
太
子
御
廟
︒
⁝
⁝⑯

な
ど
の
記
事
が
あ
る
︒
便
宜
上
番
号
を
付
し
た
が
︑
①
は
太
子
建
立
四
十
六
ヶ

寺
の
九
番
目
と
し
て
あ
る
も
の
で
︑
地
名
﹁
磯
長
︵
科
長
︶﹂
に
ち
な
ん
だ
寺

名
も
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
ま
た
②
︑
③
の
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
廟
内

に
﹁
誑
惑
﹂
の
僧
が
侵
入
し
た
と
い
う
も
の
で
︑
確
認
の
た
め
廟
内
の
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
︒
②
で
は
顕
真
の
先
祖
﹁
法
隆
寺
康
仁
﹂
が
調
査
し
た
と
あ
る

こ
と
も
注
目
さ
れ
る
︒
上
野
勝
己
氏
は
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
︑
太
子
信
仰
が
隆

盛
す
る
時
流
の
中
で
太
子
伝
の
記
述
に
あ
わ
せ
た
廟
内
の
操
作
が
複
数
回
行
わ

れ
た
︑
と
推
測
さ
れ
て
い
る⑰
︒
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さ
ら
に
一
三
世
紀
に
入
る
と
西
大
寺
系
律
衆
の
活
動
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
︒

叡
尊
の
自
伝
的
著
作
で
あ
る
﹃
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
﹄
の
寛
元
四
年

︵
一
二
四
六
︶
条
に
は
︑

同
四
年
丙午

四
十
六
歳
︑
二
月
廿
六
日
︑
於
太
子
御
廟
︑
五
百
二
人
菩
薩
戒
︑

自
五
月
八
日
至
六
月
八
日
卅
ヶ
日
︑
奉
転
読
講
読
最
勝
王
経
一
部
十
巻
︑

衆
僧
誓
期
未
来
際
︑
奉
祈
聖
朝
安
穏
︑
天
下
泰
平
︑
為
奉
報
国
家
恩
徳
也
︑

為
内
裏
最
勝
講

御
願
成
就
也

︑
六
月
十
五
日
︑
於
法
華
寺
︑
始
行
沙
弥
尼
布
薩
︑
⁝
⁝⑱

と
あ
り
︑
太
子
信
仰
を
重
視
し
た
叡
尊
教
団
の
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

ま
と
め
る
と
︑
聖
徳
太
子
御
廟
は
﹃
日
本
書
紀
﹄﹃
延
喜
式
﹄
に
確
認
で
き

る
が
︑
廟
前
寺
院
の
建
立
は
平
安
後
期
を
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
︒
平
安
末
の
﹁
太

子
御
記
文
﹂
発
見
に
際
し
て
四
天
王
寺
の
影
響
下
で
整
備
が
行
わ
れ
︑
一
二
世

紀
に
は
浄
土
教
系
勧
進
僧
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
︒
そ
の
後
は
叡

尊
ら
の
活
動
に
よ
り
周
辺
の
西
琳
寺
な
ど
と
と
も
に
律
宗
化
が
す
す
み
︑
一
三

世
紀
以
降
は
真
言
律
の
寺
院
と
し
て
近
世
に
至
っ
た
の
で
あ
る⑲
︒

す
な
わ
ち
︑
曼
殊
院
本
原
本
が
成
立
し
た
﹁
延
慶
元
年
﹂︵
一
三
〇
八
︶
時

点
で
の
磯
長
寺
の
信
仰
は
す
で
に
真
言
律
を
中
心
と
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
︒

こ
の
こ
と
か
ら
磯
長
寺
と
良
源
信
仰
と
の
積
極
的
な
関
係
は
見
い
だ
せ
ず
︑
良

源
信
仰
を
重
視
す
る
﹃
是
害
房
絵
﹄
生
成
に
関
し
て
磯
長
寺
の
存
在
が
大
き
い

と
は
言
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
︒

三
︑
絵
巻
生
成
と
良
源
信
仰

前
掲
し
た
﹃
是
害
房
絵
﹄
詞
書
に
お
け
る
日
羅
房
に
よ
る
﹁
霊
地
列
挙
﹂
は
︑

高
僧
に
打
ち
懲
ら
さ
れ
た
是
害
房
に
対
し
︑
日
本
が
仏
神
の
守
護
す
る
神
国
で

あ
る
と
説
き
聞
か
せ
る
長
広
舌
の
一
部
で
あ
る
︒
磯
長
寺
部
分
に
は
続
き
が
あ

り
︑
弘
法
大
師
の
御
廟
参
籠
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒

此
弘
仁
元
年
□
月
十
五
ノ
夜
︒
弘
法
大
師
此
砌
ニ
詣
シ
給
シ
ニ
︑
御
廟

崛
ノ
内
ニ
光
明
輪
ア
リ
︒
光
ノ
中
ニ
弥
陀
ノ
三
尊
現
シ
テ
︑
法
花
勝
髣
等

ノ
大
乗
ノ
要
文
ヲ
誦
シ
給
ヘ
リ
︒
見
仏
聞
法
ノ
力
ニ
ヨ
リ
テ
大
師
第
三
発

光
地
ヲ
証
給
ヘ
リ
︒

こ
れ
は
牧
野
氏
が
す
で
に
述
べ
ら
れ
る
と
お
り
﹁
中
世
太
子
伝
記
類
な
ど
に

﹁
弘
法
大
師
御
記
文
云
﹂
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の⑳
﹂
で
あ
る
︒
以
下
﹃
顕
真

得
業
口
決
抄
﹄
か
ら
引
い
て
お
く
︒

弘
法
大
師
御
記
文
云
︒
／
嵯
峨
天
皇
御
宇
︒
弘
仁
元
年
︒
以
㆓

河
内
国
霊

処
㆒︑
建
立
㆓

道
場
㆒︑
ト
㆓

籠
処
㆒

之
間
︑
参
㆓

詣
上
宮
聖
霊
御
廟
㆒

一
百
箇
日
︒

第
九
十
六
日
之
夜
半
有
㆓

一
霊
篷
箑
㆒︒
御
廟
洞
之
内
有
㆓

微
妙
小
音
㆒︑
誦
大

般
若
理
趣
分
㆒︑
応
声
㆒

有
光
明
︒
爰
空
海
祈
念
㆓

此
妙
事
㆒

誰
者
所
㆑

現
哉
︒

願
示
㆑

我
︒
応
㆓

誓
願
㆒︒
廟
窟
之
前
有
㆓

一
光
明
輪
㆒︒
光
中
有
㆓

微
妙
音
㆒︒
唱

曰
︒
我
是
救
世
大
悲
之
垂
跡
也
︒
我
昔
於
㆓

安
養
世
界
㆒︑
為
㆑

利
㆓

益
此
土

衆
生
㆒︒
捨
㆓

彼
安
楽
㆒︒
来
㆓

此
穢
土
㆒︒
我
母
后
者
︒
是
本
師
無
量
寿
如
来
之
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化
身
垂
応
也
︒
我
定
恵
妻
女
者
︒
得
大
勢
至
菩
薩
之
垂
跡
也
︒
三
尊
結
㆑

契
受
生
於
和
国
㆒︒
施
㆓

日
域
㆒︒
遷
化
年
久
︒
擬
㆓

彼
三
尊
之
位
㆒︒
並
㆓

三
骨

於
一
廟
㆒︒
忽
然
光
中
現
㆓

弥
陀
三
尊
像
㆒︒
有
妙
音
㆒︒
誦
㆓

法
花
勝
鬘
経
等
大

乗
要
文
㆒︒
依
㆓

見
仏
聞
法
力
㆒︒
爰
空
海
証
㆓

得
第
三
発
光
地
㆒

已
了㉑

︒

﹃
口
決
抄
﹄
は
﹃
私
記
﹄
を
著
し
た
顕
真
の
甥
︑
俊
厳
が
延
応
元
年
︵
一
二

三
九
︶
に
顕
真
の
口
決
を
ま
と
め
た
も
の
と
さ
れ
る
︒
な
お
こ
の
内
容
は
ひ
ろ

く
中
世
太
子
伝
に
見
ら
れ
︑
叡
福
寺
文
書
の
ひ
と
つ
﹃
慶
長
五
年
旧
記㉒
﹄
に
も

ま
っ
た
く
同
文
が
確
認
で
き
る
︒
一
見
し
て
﹃
是
害
房
絵
﹄
に
よ
る
抄
出
は
明

ら
か
だ
が
︑
直
接
の
影
響
関
係
は
わ
か
ら
な
い
︒
し
か
し
注
目
す
べ
き
は
抄
出

に
よ
り
い
わ
ゆ
る
﹁
三
骨
一
廟
﹂
説
︵
磯
長
陵
に
太
子
︑
后
︑
母
后
の
三
人
が

合
葬
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
︶
が
消
え
て
い
る
こ
と
で
︑
磯
長
寺
が
霊
地
の
ひ

と
つ
と
し
て
し
か
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
の
印
象
を
強
く
す
る
︒

一
方
︑
磯
長
寺
︑
四
天
王
寺
︑
大
峯
金
剛
山
︑
高
野
山
に
続
い
て
﹁
就
中
﹂

と
語
ら
れ
る
の
が
比
叡
山
で
あ
る
︒

就
中
叡
山
者
︑
拘
留
孫
仏
説
法
ノ
場
ニ
ハ
山
王
権
現
擁
護
ノ
砌
也
︒

是
以
︑
伝
教
大
師
阿
褥
多
羅
三
藐
三
菩
提
ノ
仏
ニ
祈
給
テ
︑
鎮
護
国
家

ノ
道
場
ヲ
建
立
シ
テ
︑
薬
師
霊
像
ヲ
中
堂
ニ
安
置
シ
︑
円
宗
ノ
仏
法
ヲ
此

山
ニ
弘
通
シ
給
ヘ
リ
︒

先
述
し
た
よ
う
に
延
慶
年
間
の
磯
長
寺
は
真
言
律
の
寺
院
だ
っ
た
と
思
わ
れ
︑

こ
と
さ
ら
比
叡
山
を
重
視
す
る
理
由
は
な
い
︒
し
か
し
絵
巻
全
体
で
は
良
源
に

対
す
る
信
仰
が
目
立
ち
︑
日
羅
房
の
﹁
霊
地
列
挙
﹂
を
う
け
て
是
害
房
は
﹁
マ

コ
ト
ニ
日
城
ノ
霊
験
︑
今
ハ
ナ
ヲ
︑
震
旦
ニ
ハ
勝
テ
侍
ヘ
リ
ケ
リ
﹂
と
称
え
︑

依
之
︑
調
達
ハ
大
権
ノ
示
現
︑
守
屋
ハ
深
位
ノ
大
士
也
︒
是
皆
仏
菩

薩
ノ
化
儀
ヲ
助
ケ
ム
カ
タ
メ
ニ
︑
仮
ニ
悪
相
ヲ
示
ス
︒
⁝
⁝
何
况
ヤ
法
花

円
宗
ノ
意
者
︑
諸
法
実
相
ト
説
ケ
リ
︒
ナ
ニ
ハ
ノ
事
モ
仏
法
也
︒
魔
仏
一

如
ト
談
セ
リ
︒
魔
界
即
仏
界
ナ
リ
︒
／
就
中
︑
仏
法
守
護
ハ
︑
皆
是
折
伏

忿
怒
ノ
貌
ナ
リ
︒
依
之
︑
今
ノ
慈
恵
大
師
ハ
︑
十
一
面
ノ
化
身
ニ
シ
テ
︑

慈
悲
眼
ニ
満
テ
レ
ト
モ
︑
円
宗
ノ
仏
法
ヲ
護
ラ
ム
カ
タ
メ
ニ
︑
大
天
狗
ニ

成
ラ
ム
ト
誓
ヒ
給
ヘ
リ
︒
サ
レ
ハ
遂
ニ
ハ
︑
我
等
カ
種
類
ナ
ル
ヘ
シ
︒

と
述
べ
る
︒
守
屋
と
太
子
の
争
い
を
皮
切
り
に
﹁
魔
仏
一
如
﹂
の
論
理
を
説
き

始
め
る
が
︑
こ
こ
で
も
﹁
就
中
﹂
と
語
ら
れ
る
の
は
慈
恵
大
師
︵
良
源
︶
な
の

で
あ
る
︒
前
半
で
は
是
害
房
を
撃
退
し
た
三
高
僧
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
良
源
が
︑

こ
こ
で
は
﹁
大
天
狗
﹂
で
﹁
我
等
カ
種
類
﹂
と
い
う
︒
本
来
魔
物
調
伏
を
担
っ

た
は
ず
の
良
源
を
し
て
﹁
魔
王
﹂
信
仰
の
対
象
と
す
る
に
至
っ
た
﹁
魔
仏
一

如
﹂
の
論
理㉓
が
︑
絵
巻
を
支
え
る
論
理
と
し
て
表
面
化
し
て
く
る
︒

良
源
へ
の
言
及
は
他
に
も
︑
絵
巻
終
盤
に
日
羅
房
が
是
害
房
に
対
し
て
呼
び

か
け
る
場
面
に
︑

我
等
カ
此
道
ノ
主
頂
ト
ナ
ル
︑
皆
是
先
世
修
行
ノ
力
ナ
リ
︒
宿
因
甚
タ

ア
サ
カ
ラ
ス
︒
今
ノ
慈
恵
大
師
ハ
︑
大
権
ノ
示
現
也
︒
⁝
⁝
早
ク
︑
邪

見
ノ
妄
執
ヲ
改
テ
︑
速
ニ
菩
提
ノ
直
路
ニ
趣
キ
給
マ
ヘ
︒
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と
あ
る
︒
詳
し
く
は
前
稿
で
論
じ
た
が㉔
︑
こ
れ
も
賀
茂
川
で
の
湯
治
を
終
え

﹁
穢
﹂
を
お
と
し
た
是
害
房
を
﹁
護
法
善
神
﹂
へ
転
化
さ
せ
る
﹁
魔
仏
一
如
﹂

の
論
理
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
良
源
信
仰
は
絵
巻
の
基

本
的
構
成
に
関
わ
る
場
面
で
露
わ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
︒

す
な
わ
ち
﹃
是
害
房
絵
﹄
表
現
は
︑
太
子
信
仰
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
良
源
︑
比

叡
山
へ
視
点
を
集
中
さ
せ
て
お
り
︑
そ
こ
に
磯
長
寺
の
積
極
的
関
与
を
見
出
す

こ
と
は
難
し
い
︒

聖
徳
太
子
御
廟
へ
の
信
仰
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
が
連
絡
す
る
﹁
磯
長

寺
﹂
の
名
が
絵
巻
書
写
の
場
所
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
意
味
は
大
き
く
︑
絵

巻
生
成
に
お
い
て
何
ら
か
の
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
︒
し
か
し
絵
巻

全
体
か
ら
見
れ
ば
磯
長
寺
関
係
記
事
は
一
部
に
ま
と
め
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
に

過
ぎ
ず
︑
絵
巻
が
生
成
の
過
程
で
取
り
こ
ん
だ
言
説
の
ひ
と
つ
と
見
な
す
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う㉕
︒四

︑
絵
巻
生
成
と
一
四
世
紀

絵
巻
に
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
良
源
信
仰
は
︑
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
入

っ
て
隆
盛
を
き
わ
め
た
︒
浅
湫
毅
氏
に
よ
れ
ば
そ
れ
ま
で
摺
写
供
養
が
主
で
あ

っ
た
良
源
の
造
像
が
盛
ん
に
な
る
の
が
文
永
年
間
以
降
で
あ
り
︑
蒙
古
襲
来
と

い
う
具
体
的
な
異
国
の
脅
威
に
対
し
て
外
敵
調
伏
が
期
待
さ
れ
た
た
め
で
は
な

い
か
︑
と
い
う㉖
︒

こ
れ
は
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
︒
本
来
先
行
説
話
集
で
は
比
叡
山
や
真
言
の

効
験
を
重
視
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
説
話㉗
を
と
り
あ
げ
て
︑
良
源
信
仰
を
重
視

し
た
絵
巻
と
作
り
か
え
た
理
由
も
︑
異
国
の
脅
威
を
経
た
一
四
世
紀
初
頭
の
時

代
背
景㉘
を
ふ
ま
え
る
と
理
解
し
や
す
い
︒
こ
こ
で
は
一
四
世
紀
の
社
会
背
景
や

絵
巻
全
体
の
構
成
を
ふ
ま
え
つ
つ
︑
詞
書
の
読
解
を
試
み
た
い
︒

前
稿
で
は
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
問
題
と
し
て
︑
巻
末
に
お
け
る
歌
合
場
面
が

あ
る
︒
日
本
の
天
狗
た
ち
が
唐
土
へ
帰
る
是
害
房
を
送
る
送
別
の
歌
合
を
催
す

場
面
で
︑
以
下
六
首
が
記
さ
れ
る
︒

�
．
煩
悩
ノ
︑
ツ
モ
レ
ル
垢
ヲ
︑
ミ
タ
ラ
ヰ
ノ
︑
キ
ヨ
キ
ナ
カ
レ
ニ
︑
ス
ヽ

キ
ツ
ル
カ
ナ

�
．
峯
ニ
ス
ム
︑
月
ヲ
ヨ
コ
キ
ル
︑
ム
ラ
ク
モ
ヲ
︑
ハ
ケ
シ
ク
ハ
ラ
ウ
︑
山

ア
ラ
シ
カ
ナ

�
．
水
ヲ
ク
ミ
︑
タ
キ
ヽ
ヲ
コ
リ
テ
︑
カ
ク
ハ
カ
リ
︑
キ
ミ
ニ
ツ
カ
ヘ
テ
︑

ナ
ニ
ヲ
カ
モ
エ
ム

�
．
カ
ラ
イ
目
ヲ
︑
ミ
テ
カ
ユ
カ
リ
ヲ
︑
カ
ヽ
ヌ
身
ハ
︑
カ
モ
ノ
カ
ハ
ラ
ニ
︑

タ
テ
ユ
ヲ
ソ
ス
ル

�
．
鴨
カ
ワ
ノ
︑
鵄
ノ
ユ
イ
テ
ノ
︑
火
タ
キ
シ
テ
︑
ヒ
ハ
タ
カ
ヌ
カ
ト
︑
セ

メ
ラ
レ
ソ
ス
ル

�
．
老
ノ
ナ
ミ
ニ
︑
モ
ロ
コ
シ
船
ノ
キ
ヨ
セ
ツ
ヽ
︑
ア
キ
ツ
シ
マ
ニ
テ
︑
ウ

キ
メ
ヲ
ソ
ミ
ル
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�
は
日
羅
房
︑
�
か
ら
�
は
そ
の
他
日
本
の
天
狗
の
詠
歌
で
あ
り
︑
�
が
是
害

房
に
よ
る
返
歌
で
あ
る
︒

�
は
す
で
に
示
し
た
﹁
魔
仏
一
如
﹂
の
論
理
に
よ
っ
て
︑
賀
茂
川
の
湯
治
で

﹁
煩
悩
﹂
を
流
し
た
是
害
房
に
護
法
善
神
と
な
る
こ
と
を
勧
め
る
歌
で
あ
る
︒

﹁
御
手
洗
川
﹂
の
名
は
﹃
歌
枕
名
寄
﹄﹁
賀
茂
﹂
に
﹁
鴨
羽
河

石
川
蝉
小
河

御
手
洗
河
﹂
と
あ
る
︒
賀
茂
川
の
禊
ぎ
に
よ
り
解
脱
を
試
み
る
こ
と
は
︑
治
承

二
年
︵
一
一
七
八
︶
三
月
一
五
日
︑
賀
茂
別
雷
社
の
神
主
重
保
が
主
催
し
た

﹃
別
雷
社
歌
合
﹄
に
︑

み
た
ら
し
や
清
き
な
が
れ
に
い
ぐ
し
た
て
心
の
あ
か
を
い
か
で
す
す
が
ん

俊
恵

御
手
洗
の
清
き
な
が
れ
に
す
す
が
れ
て
心
の
あ
か
は
残
ら
ざ
ら
な
ん

資
隆

と
い
う
よ
く
似
た
歌
が
あ
り
︑
他
に
も
類
例
が
多
い
︒

�
は
﹁
平
ノ
山
ノ
聞
是
房
﹂
の
詠
歌
で
あ
る
︒﹁
月
﹂
を
本
朝
仏
法
に
見
立

て
︑
是
害
房
の
障
碍
を
討
ち
は
ら
っ
た
︑
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
︒
是
害
房

に
蒙
古
襲
来
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
﹁
山
ア
ラ
シ
﹂
は
当
然
﹁
神
風
﹂

を
想
起
さ
せ
る
︒

�
︑
�
︑
�
は
詠
歌
の
内
容
が
詠
み
手
を
説
明
し
て
い
る
も
の
︒
�
は
﹁
木

コ
リ
水
ク
ミ
ノ
天
狗
﹂︑
�
は
﹁
維
那
ノ
天
狗
﹂
の
詠
歌
で
あ
る
︒
�
は
﹃
法

華
経
﹄﹁
提
婆
達
多
品
﹂
の
﹁
採
菓
汲
水
拾
薪
設
食
﹂
に
由
来
す
る
定
型
表
現

で
あ
り
︑﹃
袋
草
紙
﹄
に
行
基
詠
と
し
て

法
華
経
を
我
え
し
事
は
薪
こ
り
菜
つ
み
水
汲
み
つ
か
へ
て
ぞ
え
し

が
載
り
︑
ま
た
﹃
玉
葉
和
歌
集
﹄
に
は
俊
成
の
詠
が
載
る
︒

待
賢
門
院
中
納
言
人
人
に
す
す
め
て
法
花
経
廿
八
品
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る

に
︑
提
婆
品
︑
採
薪
及
菓
随
時
恭
敬
与

薪
こ
り
み
ね
の
こ
の
み
を
も
と
め
て
ぞ
え
が
た
き
の
り
は
き
き
は
じ
め
け

る

俊
成

�
の
﹁
維
那
﹂
は
湯
維
那
︑
湯
那
と
も
書
き
︑
寺
院
で
風
呂
の
湯
を
わ
か
す

な
ど
の
雑
用
に
従
事
し
た
下
級
僧
で
あ
る
︒
一
三
世
紀
当
時
の
俗
語
︑
口
語
を

多
く
含
む
﹃
名
語
記
﹄
に
も
︑
﹁
湯
わ
か
す
人
を
ゆ
い
な
と
な
づ
く
︑
如
何
︑

答
︑
維
那
歟
︑
し
か
ら
ば
維
那
は
寺
々
の
寺
官
也
︑
か
の
奉
行
た
る
べ
き
に
よ

り
て
ゆ
い
な
と
い
へ
る
歟㉙
﹂
と
あ
る
︒

こ
の
歌
は
入
浴
中
の
是
害
房
が
﹁
ツ
イ
テ
ニ
︑
カ
ユ
キ
ト
コ
ロ
︑
タ
テ
候
ハ

ム
﹂
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
画
中
詞
を
ふ
ま
え
た
詠
歌
と
思
わ
れ
︑
カ
音
の
連

続
が
楽
し
い
︒
本
絵
巻
に
お
い
て
詞
書
本
文
と
画
中
詞
と
の
連
関
が
強
固
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
興
味
深
い
例
で
あ
る
︒

�
は
﹁
火
タ
キ
ノ
天
狗
﹂
と
あ
り
︑
天
狗
が
し
ば
し
ば
鵄
と
同
一
視
さ
れ
る

こ
と㉚
を
ふ
ま
え
て
湯
を
準
備
し
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
が
︑
あ
る
い
は
﹁
鵄
の

湯
出
﹂
と
い
う
成
句
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る㉛
︒

�
の
是
害
房
の
歌
は
﹁
ナ
ミ
︵
波
︶
﹂﹁
船
﹂﹁
シ
マ
︵
島
︶﹂﹁
ウ
キ
︵
浮
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き
︶﹂
を
縁
語
で
つ
な
い
で
い
る
︒
和
歌
の
伝
統
で
は
﹁
も
ろ
こ
し
船
﹂
は
遣

唐
使
船
を
さ
し
︑
﹃
千
五
百
番
歌
合
﹄
に
も

一
九
五
九

な
く
ち
ど
り
そ
で
の
み
な
と
を
と
ひ
こ
か
し
も
ろ
こ
し
舟
の

よ
る
の
ね
ざ
め
を

定
家

と
あ
り
︑
主
に
離
別
の
悲
し
み
を
詠
う
例
が
多
い
︒
し
か
し
�
で
は
唐
土
か
ら

飛
来
し
て
﹁
憂
き
目
﹂
を
見
た
是
害
房
自
身
を
蒙
古
襲
来
の
船
に
た
と
え
た
と

思
わ
れ
る
︒
是
害
房
は
詠
歌
に
あ
た
っ
て
﹁
我
国
ノ
コ
ト
ワ
サ
ナ
レ
ハ
︑
詩
賦

ナ
ン
ト
ヲ
︑
申
侍
ル
ヘ
ケ
レ
ト
モ
︑
此
国
ニ
入
ヌ
レ
ハ
風
俗
ヲ
翫
ヘ
キ
モ
ノ
ナ

リ
﹂
と
述
べ
︑
唐
土
の
天
狗
な
が
ら
漢
詩
で
は
な
く
和
歌
を
作
る
︑
と
い
う
︒

こ
の
発
言
こ
そ
異
国
の
天
狗
が
本
朝
仏
法
の
前
に
降
伏
し
た
こ
と
を
示
し
︑
本

絵
巻
の
関
心
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
よ
う
︒

詞
書
で
は
日
羅
房
が
︑
日
本
を
﹁
神
国
﹂
と
呼
び
︑﹁
神
宮
皇
后
﹂︵
神
功
皇

后
︶
に
よ
る
高
麗
百
済
討
伐
︑﹁
上
宮
太
子
﹂
に
よ
る
新
羅
任
那
討
伐
に
言
及

し
て
﹁
是
皆
異
国
ノ
魔
賊
ヲ
タ
ヘ
ラ
ゲ
本
朝
ノ
仏
法
ヲ
守
ラ
ン
カ
為
也
﹂
と
い

う
︒
こ
こ
に
は
異
国
の
脅
威
に
対
す
る
神
国
思
想
︑
護
国
信
仰
が
顕
著
だ
が
︑

内
容
は
ご
く
短
く
︑
中
世
太
子
伝
な
ど
と
の
影
響
関
係
は
見
え
に
く
い㉜
︒
こ
こ

で
は
一
四
世
紀
初
頭
の
時
代
背
景
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒

ま
と
め

以
上
︑﹃
是
害
房
絵
﹄
の
成
立
し
た
一
四
世
紀
初
頭
の
時
代
背
景
を
ふ
ま
え

て
︑
絵
巻
の
詞
書
を
読
み
解
い
て
き
た
︒
特
に
曼
殊
院
本
原
本
の
成
立
圏
と
疑

わ
れ
る
磯
長
寺
に
つ
い
て
︑
寺
院
の
史
的
展
開
と
信
仰
の
様
相
を
見
る
こ
と
で

絵
巻
に
関
連
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
磯
長
寺
は
一
三
世
紀
以
降
に
は
真
言
律
の
寺
院
と
し
て
勢
力
を

持
っ
て
お
り
︑
磯
長
寺
関
係
の
記
述
は
︑
流
入
し
た
知
識
の
一
部
と
の
位
置
づ

け
で
あ
り
︑
絵
巻
全
体
の
な
か
で
重
視
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
︒

従
っ
て
絵
巻
の
﹁
作
者
﹂
と
し
て
磯
長
寺
や
太
子
信
仰
の
場
を
想
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
結
論
づ
け
た
︒

そ
の
う
え
で
改
め
て
絵
巻
の
表
現
を
確
認
す
る
と
︑
絵
巻
全
体
で
は
﹁
魔
仏

一
如
﹂
を
体
現
す
る
存
在
と
し
て
良
源
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒

さ
ら
に
巻
末
の
歌
合
場
面
の
表
現
に
つ
い
て
も
注
釈
的
読
解
を
試
み
︑
全
体
の

良
源
信
仰
と
あ
わ
せ
て
︑
蒙
古
襲
来
を
機
に
異
国
か
ら
の
脅
威
と
︑
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
国
家
意
識
の
高
ま
っ
た
時
代
背
景
が
影
響
し
て
い
る
と
論
じ
た
︒

実
は
磯
長
寺
も
叡
尊
に
よ
る
外
敵
調
伏
の
祈
祷
が
し
き
り
に
行
わ
れ
た
場
で

あ
り㉝
︑
磯
長
寺
周
辺
で
の
絵
巻
製
作
も
そ
の
関
心
の
な
か
で
行
わ
れ
た
と
推
測

さ
れ
る
︒

し
か
し
絵
の
玄
人
で
は
な
い
僧
侶
の
筆
と
さ
れ
る
曼
殊
院
本
に
比
べ
︑
室
町

期
の
伝
本
で
あ
る
泉
屋
博
古
本
︵
住
友
家
旧
蔵㉞
︶
は
︑
構
図
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
明
ら
か
な
大
和
絵
風
の
正
統
派
で
あ
る
︒
室
町
の
公
家

日
記
に
﹁
是
害
房
絵
﹂
の
名
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
︑
絵
巻
の
生
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成
︑
流
通
に
は
磯
長
寺
周
辺
を
超
え
た
大
き
な
場
を
想
定
で
き
よ
う
︒

さ
ら
に
後
に
成
立
し
た
慶
應
義
塾
図
書
館
残
欠
本㉟
や
︑
梅
津
本
︵
万
延
元
年

松
本
亀
岳
模
写
本㊱
︶
︑
慶
應
義
塾
図
書
館
寛
文
十
一
年
本㊲
な
ど
で
は
送
別
の
場

面
で
﹁
延
年
舞
﹂
が
催
さ
れ
︑﹁
歌
合
﹂
に
よ
る
国
家
意
識
が
薄
い
︒
こ
れ
は

一
四
世
紀
初
頭
の
国
家
意
識
︑
危
機
意
識
が
希
薄
と
な
り
︑
祝
言
性
の
み
が
継

承
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
近
世
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
︑
他

日
別
稿
を
期
し
た
い
︒

※

本
稿
は
同
志
社
国
文
学
会
二
〇
一
一
年
度
春
季
研
究
発
表
会
︵
二
〇
一
一

年
六
月
一
九
日
︑
於
同
志
社
大
学
寒
梅
館
︶
に
て
﹁﹃
是
害
房
絵
﹄
の
構
成

と
成
立
﹂
と
し
て
発
表
し
た
内
容
の
一
部
で
す
︒
当
日
は
多
く
の
先
生
方
に

ご
意
見
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
︑
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
︒

※

﹃
是
害
房
絵
﹄
本
文
は
梅
津
次
郎
編
﹃
新
修
絵
巻
物
全
集

天
狗
草
紙
・

是
害
房
絵
﹄
︵
角
川
書
店
︑
一
九
七
八
年
︶
に
拠
っ
た
が
︑
一
部
を
横
山
重
︑

松
本
隆
信
編
﹃
室
町
物
語
大
成
第
八
﹄︵
角
川
書
店
︑
一
九
八
〇
年
︶
に
よ

り
校
定
し
た
︒

注①

拙
稿
﹁﹃
是
害
房
絵
﹄
の
基
本
的
構
成
﹂
﹃
文
化
学
年
報
﹄
六
〇
︵
二
〇
一
一
年
三

月
︶

②

友
久
武
文
﹁﹃
是
害
房
絵
﹄
の
諸
本
﹂﹃
広
島
女
子
大
学
研
究
紀
要
﹄
一
六
︵
一
九

八
一
年
三
月
︶︒
ま
た
同
﹁﹃
是
害
房
絵
﹄
の
歌
謡

︱
風
流
踊
り
歌
の
形
成
に
か
か

わ
っ
て

︱
﹂﹃
中
世
文
学
の
形
成
と
展
開
﹄︵
和
泉
書
院
︑
一
九
九
六
年
︶

③

石
川
透
﹁﹃
善
界
﹄
表
現
考
﹂﹃
室
町
物
語
と
古
注
釈
﹄︵
三
弥
井
書
店
︑
二
〇
〇

二
年
︒
初
出
一
九
八
八
年
︶

④

梅
津
次
郎
﹁
是
害
房
絵
巻
の
変
遷
﹂﹃
絵
巻
物
叢
考
﹄︵
中
央
公
論
美
術
出
版
︑
一

九
六
八
年
︑
初
出
﹃
国
華
﹄
一
九
四
八
年
︶︒

⑤

大
脇
潔
﹁
叡
福
寺
﹂
石
井
尚
豊
編
﹃
聖
徳
太
子
事
典
﹄︵
柏
書
房
︑
一
九
九
一
年
︶

⑥

牧
野
和
夫
﹁
中
世
聖
徳
太
子
伝
と
説
話

︱
“
律
”
と
太
子
秘
事
・
口
伝
・
﹁
天

狗
説
話
﹂

︱
﹂﹃
説
話
の
講
座
�

説
話
の
場

︱
唱
導
・
注
釈

︱
﹄
︵
勉
誠
出

版
︑
一
九
九
三
年
︶︑
同
﹁﹃
太
平
記
﹄
巻
一
至
巻
十
一
周
辺
と
太
子
信
仰

︱
楠
木

正
成
の
﹁
不
思
議
﹂
の
基
底

︱
﹂
長
谷
川
端
編
﹃
太
平
記
と
そ
の
周
辺
﹄︵
新
典

社
︑
一
九
九
四
年
︶︒
の
ち
﹃
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹄︵
和
泉

書
院
︑
二
〇
〇
九
年
︶
所
収
︒

⑦

前
掲
注
�
︑
牧
野
﹁
中
世
聖
徳
太
子
伝
と
説
話

︱
“
律
”
と
太
子
秘
事
・
口

伝
・﹁
天
狗
説
話
﹂

︱
﹂

⑧

牧
野
和
夫
﹁
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄
の
天
狗
と
そ
の
背
景
﹂﹃
中
世
の
軍
記
物
語

と
歴
史
叙
述
﹄︵
竹
林
舎
︑
二
〇
一
一
年
︶

⑨

黒
板
勝
美
校
注
﹃
新
訂
増
補
国
史
大
系

交
替
式
・
弘
仁
式
・
延
喜
式
﹄︵
吉
川

弘
文
館
︑
一
九
七
二
年
︶

⑩

川
端
善
明
︑
荒
木
浩
校
注
﹃
新
日
本
古
典
文
学
大
系

古
事
談
・
続
古
事
談
﹄

︵
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
五
年
︶

⑪

石
川
一
︑
山
本
一
校
注
﹃
和
歌
文
学
大
系

拾
玉
集
﹄︵
明
治
書
院
︑
二
〇
〇
八

年
︶

⑫

﹃
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
﹄
に
﹁
太
子
御
廟
安
阿
弥
陀
仏
建
立
御
堂
﹂
の
一
条
が

あ
る
︒
ま
た
後
掲
﹃
聖
徳
大
師
伝
私
記
﹄
③
は
︑
元
久
年
中
に
僧
二
人
が
太
子
墓
に

『
是
害
房
絵
﹄
の
成
立
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四



侵
入
し
遺
骨
の
歯
が
盗
む
事
件
が
起
こ
っ
た
︑
こ
の
二
人
を
重
源
が
引
き
取
り
遺
骨

は
伊
賀
国
新
大
仏
寺
の
十
一
面
観
音
に
納
め
た
︑
と
い
う
記
事
で
あ
る
︒

⑬

大
石
雅
章
﹁
西
大
寺
流
律
衆
と
西
琳
寺
﹂
羽
曳
野
市
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
羽
曳
野

市
史
﹄︵
一
九
九
七
年
三
月
︶
に
﹁
さ
ら
に
河
内
の
な
か
で
も
︑
西
琳
寺
・
誉
田
八

幡
宮
・
道
明
寺
・
教
興
寺
・
太
子
廟
︵
叡
福
寺
︑
太
子
町
︶
・
真
福
寺
︵
美
原
町
︶

な
ど
の
西
大
寺
律
宗
の
拠
点
寺
院
や
神
社
が
点
在
し
た
羽
曳
野
や
そ
の
周
辺
地
域
は
︑

律
衆
の
活
動
が
尤
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
所
で
あ
っ
た
﹂
と
あ
る
︒

⑭

小
野
一
之
﹁
聖
徳
太
子
墓
の
展
開
と
叡
福
寺
の
成
立
﹂
﹃
日
本
史
研
究
﹄
三
四
二

︵
一
九
九
一
年
二
月
︶

⑮

鍋
島
隆
宏
﹁
科
長
郷
域
に
お
け
る
中
世
遺
跡
に
つ
い
て
﹂
﹃
太
子
町
立
竹
内
街
道

歴
史
資
料
館
館
報
﹄
五
︵
平
成
十
年
度
︑
一
九
九
九
年
三
月
発
行
︶︑
中
池
佐
和
子

﹁
叡
福
寺
採
集
の
宝
塔
文
瓦
に
つ
い
て
﹂
﹃
大
阪
大
谷
大
学
文
化
財
研
究
﹄
七
︵
二
〇

〇
七
年
三
月
︶

⑯

荻
野
仲
三
郎
﹃
鵤
叢
刊
第
一

古
今
目
録
抄
﹄
︵
鵤
叢
刊
会
︑
一
九
三
一
年
七
月
︶

⑰

上
野
勝
己
﹁
聖
徳
太
子
墓
を
巡
る
動
き
と
三
骨
一
廟
の
成
立
﹂
﹃
太
子
町
立
竹
内

街
道
歴
史
資
料
館
館
報
﹄
三
︵
平
成
八
年
度
︑
一
九
九
七
年
三
月
発
行
︶︒
ま
た
同

﹁
聖
徳
太
子
廟
と
叡
福
寺
の
歴
史
﹂
大
阪
市
立
博
物
館
﹃
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
名
宝

～
河
内
三
太
子
叡
福
寺
・
野
中
寺
・
大
聖
勝
軍
寺
～
﹄
︵
二
〇
〇
八
年
四
月
︶

⑱

羽
曳
野
市
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
羽
曳
野
市
史

第
�
巻
史
料
編
�
﹄︵
一
九
八
一

年
六
月
︶

⑲

中
世
か
ら
近
世
︑
幕
末
期
に
か
け
て
の
叡
福
寺
の
動
向
に
つ
い
て
は
︑
西
口
順
子

﹁
磯
長
太
子
廟
と
そ
の
周
辺
﹂
﹃
京
都
女
子
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
紀
要
﹄
一
一

︵
一
九
八
一
年
三
月
︶
︑
上
田
長
生
﹁
近
世
社
会
に
お
け
る
天
皇
・
朝
廷
権
威
と
そ
の

解
体

︱
河
内
国
石
川
郡
叡
福
寺
を
中
心
に

︱
﹂
﹃
日
本
史
研
究
﹄
五
七
一
︵
二

〇
一
〇
年
三
月
︶
に
詳
し
い
︒

⑳

前
掲
注
!
︑
牧
野
﹁
延
慶
本
﹃
平
家
物
語
﹄
の
天
狗
と
そ
の
背
景
﹂

㉑

﹃
大
日
本
仏
教
全
書

聖
徳
太
子
伝
叢
書
﹄︵
仏
書
刊
行
会
︑
一
九
七
九
年
︶

㉒

﹃
太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館
調
査
報
告
集
第
�
集

叡
福
寺
の
縁
起
・
霊

宝
目
録
と
境
内
古
地
図
﹄︵
二
〇
〇
〇
年
三
月
︶
に
翻
刻
が
あ
る
︒
解
題
に
よ
れ
ば

慶
長
五
年
の
原
本
を
享
保
五
年
︑
天
保
一
一
年
に
転
写
し
た
も
の
で
︑
叡
福
寺
創
建

の
縁
起
を
載
せ
る
古
い
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
︒

㉓

若
林
晴
子
﹁
中
世
に
お
け
る
慈
恵
大
師
信
仰

︱
魔
の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に

︱
﹂
五
味
文
彦
編
﹃
芸
能
の
中
世
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
〇
年
︶︒
ほ
か
に
原

田
正
俊
﹁﹃
天
狗
草
紙
﹄
に
み
る
鎌
倉
時
代
後
期
の
仏
法
﹂﹃
中
世
の
禅
宗
と
社
会
﹄

︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
八
年
︒
初
出
は
一
九
九
四
年
︶
も
﹃
天
狗
草
紙
﹄
へ
の
言

及
か
ら
当
時
の
良
源
信
仰
に
触
れ
る
︒

㉔

前
掲
注
�
︑
拙
稿
﹁﹃
是
害
房
絵
﹄
の
基
本
的
構
成
﹂

㉕

前
掲
注
�
の
拙
稿
で
言
及
し
た
と
お
り
︑﹁
霊
地
列
挙
﹂
に
お
け
る
﹁
大
峯
金
剛

山
﹂
部
分
は
﹃
金
剛
山
縁
起
﹄
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
︑
川
崎
剛
志
氏
か
ら

ご
教
示
い
た
だ
い
た
︒

㉖

浅
湫
毅
﹁
調
伏
の
か
た
ち
と
し
て
の
元
三
大
師
像
﹂﹃
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念

財
団
助
成
研
究
会
報
告
書
第
三
七
冊
研
究
発
表
と
座
談
会

予
言
と
調
伏
の
か
た

ち
﹄︵
二
〇
一
〇
年
三
月
︶︒

㉗

佐
藤
愛
弓
﹁
頭
を
打
ち
砕
か
れ
る
天
狗

︱
真
言
僧
栄
海
に
お
け
る
天
狗
像
を
中

心
に

︱
﹂
韓
国
日
本
文
化
学
会
﹃
日
本
文
化
学
報
﹄
二
一
︵
二
〇
〇
四
年
五
月
︶

㉘

海
津
一
朗
﹃
神
風
と
悪
党
の
世
紀
﹄︵
講
談
社
現
代
新
書
︑
一
九
九
五
年
︶
︒
な
お
︑

伊
藤
伸
江
﹃
中
世
和
歌
連
歌
の
研
究
﹄︵
笠
間
書
院
︑
二
〇
〇
二
年
︶
は
︑﹃
玉
葉
和

歌
集
﹄
や
﹃
野
守
鏡
﹄
に
見
え
る
危
機
意
識
に
注
目
し
︑
三
田
村
雅
子
﹃
記
憶
の
中

の
源
氏
物
語
﹄︵
新
潮
社
︑
二
〇
〇
八
年
︶
も
当
時
の
源
氏
受
容
を
蒙
古
襲
来
と
か

ら
め
て
論
じ
る
︒
永
仁
三
年
成
立
の
﹃
野
守
鏡
﹄
に
は
聖
徳
太
子
︑
行
基
︑
伝
教
大

師
︑
弘
法
大
師
︑
慈
覚
大
師
に
続
き
慈
恵
僧
正
︵
良
源
︶
の
詠
歌
が
載
る
︒

㉙

﹃
名
語
記
﹄
八
︵
勉
誠
社
︑
一
九
八
三
年
︶

『
是
害
房
絵
﹄
の
成
立

三
五



㉚

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二
十
第
三
話
︑
第
十
二
話
で
は
天
狗
が
正
体
を
現
す
と
﹁
屎

鵄
﹂
で
あ
っ
た
︑
と
語
る
︒
ま
た
﹃
十
二
類
絵
﹄
で
も
鵄
が
愛
宕
山
の
天
狗
の
眷
属

と
さ
れ
て
い
る
︒

㉛

直
接
の
関
連
は
薄
い
が
︑
怪
我
を
し
た
鳥
類
が
傷
を
癒
し
て
い
る
の
を
見
て
温
泉

を
発
見
す
る
︑
と
い
う
伝
説
は
全
国
に
分
布
し
て
お
り
︑
﹁
ト
ビ
の
湯
﹂
と
称
す
る

も
の
が
大
分
県
︑
青
森
県
な
ど
に
あ
る
︒
﹃
日
本
伝
説
大
系
第
一
巻

北
海
道
・
北

奥
羽
編
﹄︵
み
ず
う
み
書
房
︑
一
九
八
五
年
一
一
月
︶
︑
﹃
大
分
の
伝
説
﹄︵
大
分
図
書
︑

一
九
七
四
年
︶
な
ど
︒

㉜

太
子
伝
に
お
け
る
新
羅
侵
攻
説
話
に
つ
い
て
は
︑
松
本
真
輔
﹁
海
を
渡
っ
た
来
目

皇
子

︱
中
世
太
子
伝
に
お
け
る
新
羅
侵
攻
譚
の
展
開

︱
﹂
﹃
日
本
文
学
﹄
五
一

︵
二
〇
〇
二
年
二
月
︶
参
照
︒

㉝

前
掲
注

︑
﹃
羽
曳
野
市
史

第
�
巻
史
料
編
�
﹄

18

㉞

泉
屋
博
古
館
﹃
泉
屋
博
古

日
本
絵
画
﹄
︵
二
〇
一
〇
年
︶

㉟

石
川
透
﹁
﹃
是
害
房
絵
﹄
二
本
解
題
・
翻
刻
﹂
﹃
斯
道
文
庫
論
集
﹄
二
八
︵
一
九
九

三
年
一
二
月
︶
に
翻
刻
が
載
る
︒

㊱

﹃
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
﹄

㊲

﹃
室
町
時
代
物
語
大
成
第
八
﹄
︒
﹁
慶
應
義
塾
大
学

世
界
の
デ
ジ
タ
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絵
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ー
タ
ベ
ー
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h
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u
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e
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/
n
a
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a
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o
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d
e
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で
も

画
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒
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